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こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
閲
覧

で
き
ま
す
。
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薩
南
病
院
産
婦
人
科
は
、
令
和
５
年
５
月

か
ら
新
規
開
設
さ
れ
、
２
年
が
経
ち
ま
し

た
。
以
前
、
主
に
婦
人
科
で
扱
う
子
宮
頸
が

ん
予
防
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
の
お

話
で
し
た
の
で
、
今
回
は
産
科
に
つ
い
て
お

話
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

全
国
的
に
出
生
数
が
減
少
し
て
お
り
、
令

和
６
年
度
の
全
国
出
生
数
は
７
０
万
人
を
割

り
、
鹿
児
島
県
内
の
出
生
数
は
、
令
和
５
年

度
に
初
め
て
１
万
人
を
下
回
り
ま
し
た
。
未

婚
化
・
晩
婚
化
・
晩
産
化
を
は
じ
め
、
共
働

き
世
代
も
多
く
、
経
済
的
不
安
も
大
き
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
男
性
の
育
休
取
得

も
話
題
と
な
り
、
当
院
で
育
児
休
業
取
得
さ

れ
た
男
性
ス
タ
ッ
フ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
以

前
『
ま
つ
か
ぜ
』
の
特
集
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
は
、
家

族
や
地
域
を
含
め
、
多
く
の
協
力
が
必
要
で

す
。当
院
は
、
南
さ
つ
ま
市
を
中
心
に
、
南
九

州
市
や
枕
崎
市
な
ど
近
隣
の
地
域
に
お
住
ま

い
の
妊
婦
さ
ん
を
は
じ
め
、
里
帰
り
さ
れ
る

妊
婦
さ
ん
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多
く
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

外
来
で
は
、
産
婦
人
科
医
に
よ
る
妊
婦
健

診
・
産
後
検
診
と
外
来
助
産
師
に
よ
る
保
健

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
妊
娠
悪
阻
(つ
わ

り
)や
切
迫
流
早
産
、
妊
娠
高
血
圧
症
候

群
、
妊
娠
糖
尿
病
、
胎
児
形
態
異
常
な
ど
の

診
察
や
検
査
、
指
導
を
行
い
、
必
要
な
と
き

に
は
、
入
院
管
理
や
高
次
施
設
と
連
携
し
な

が
ら
管
理
を
し
ま
す
。
切
迫
早
産
な
ど
で
長

期
入
院
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
入
院
や
今
後

の
経
過
、
出
産
・
産
後
に
対
す
る
不
安
も
強

く
な
り
ま
す
の
で
、
病
棟
助
産
師
に
よ
る
保

健
指
導
や
個
別
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
分
娩
・
産
後
に
は
、
分
娩
の
サ
ポ
ー

ト
は
も
ち
ろ
ん
、
授
乳
や
沐
浴
と
い
っ
た
育

児
指
導
な
ど
、
経
験
豊
富
な
病
棟
助
産
師
が

対
応
し
ま
す
。

退
院
後
も
、
ご
自
宅
や
ご
実
家
で
少
し
で

も
不
安
な
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
地
域
保
健

師
と
も
連
携
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
６
度
４
月
よ
り
勤
務
し
、
多
く
の
分

娩
に
立
ち
会
い
ま
し
た
。
当
院
で
出
産
さ
れ

た
マ
マ
達
の
google口

コ
ミ
に
気
づ
い
た
と

き
に
は
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
コ
メ

ン
ト
の
中
に
は
、
食
事
に
つ
い
て
の
ご
意
見

も
多
く
、
今
年
５
月
中
旬
よ
り
お
祝
い
膳
を

開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
W
ithコ

ロ
ナ
と
し

て
、
面
会
制
限
も
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆

様
か
ら
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
よ
り
よ

い
環
境
に
で
き
る
よ
う
に
、
少
し
ず
つ
改
善

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
県
立
病
院
と
聞
く
と
、
身
構
え

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
妊

娠
・
出
産
・
産
後
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
い

つ
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
産
婦
人
科
︰
岩
尾
）

①出身地 ②産婦人科医を目指した理由③趣味・特技 ④ひとことメッセージ

河村俊彦
①薩摩川内市
②父が開業しており、志しました。
③読書
④新設されたばかりです。安全な診

療ができるよう努めてまいります。

岩尾 葵
①枕崎市
②憧れの指導医に出会い、産婦人科

医になりました。
③おさんぽ
④女性の生涯に寄り添える産婦人科

医になれるよう努めます。

産婦人科部長 徳留明夫
①鹿児島市
②産婦人科の先輩に熱心に誘われて、
  入局しました。
③フットサル
④産婦人科医3人で仲良く頑張ってい

ます。
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皆
さ
ん
入
院
さ
れ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
と
ご
家
族
が
理
解
し

や
す
い
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン

セ
ン
ト
を
行
い
、
多
職
種
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
看
護
を
行
う

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
患
者
さ
ん
と
ご
家
族

の
意
向
が
尊
重
さ
れ
、
安
心
し

て
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
地
域
連
携
室
相
談
員
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
訪
問
看

護
師
と
連
携
を
と
り
、
退
院
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
心
に
寄
り
添

い
、
安
心
し
て
治
療
や
検
査
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
ス
タ
ッ
フ

一
同
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

部
署署
紹
介

５ 階 病 棟

患者さんやご家族の意思
や思いを大切にした、心
に寄り添った看護を目指
しています。

５階病棟師長
秋 元 さ ん

今
回
は
５
階
病
棟
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

薩
南
病
院
５
階
病
棟
は
外

科
・
消
化
器
内
科
・
結
核
症

の
患
者
さ
ん
に
対
応
し
て
お

り
ベ
ッ
ド
数
４
６
床
に
加

え
、
結
核
症
対
応
１
０
床
を

有
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

は
看
護
師
２
６
名
、
看
護
補

助
員
４
名
、
看
護
事
務
補
助

員
１
名
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。外
科
は
、
悪
性
腫
瘍
（
消

核
医
学
検
査
は
Ｒ
Ｉ
（
ア
ー
ル

・
ア
イ
）
検
査
と
も
い
い
Ｃ
Ｔ
や

Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
同
様
に
画
像
診
断
の
１

つ
で
す
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
や
Ｃ
Ｔ
の
よ
う

に
、
体
の
外
か
ら
放
射
線
を
あ
て

て
撮
影
す
る
検
査
と
は
異
な
り
、

放
射
線
（
ガ
ン
マ
線
等
）
を
放
出

す
る
特
殊
な
薬
（
放
射
性
医
薬

品
）
を
注
射
な
ど
で
体
内
に
投
与

し
、
体
の
中
か
ら
放
出
さ
れ
る
ガ

ン
マ
線
を
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
身

体
の
機
能
や
代
謝
と
い
う
、
普
段

は
み
え
な
い
情
報
を
画
像
化
す
る
こ

と
で
、
早
期
発
見
や
正
確
な
画
像
診

断
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

こ
の
核
医
学
装
置
は
、
南
さ
つ
ま

地
区
で
は
薩
南
病
院
だ
け
が
導
入
し

て
お
り
、
年
間
４
０
０
件
程
度
の
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
院
の
核
医

学
検
査
で
最
も
検
査
数
が
多
い
、
心

筋
シ
ン
チ
グ
ラ
フ
ィ
は
放
射
性
医
薬

品
の
投
与
後
、
安
静
時
と
負
荷
時
の

２
回
撮
影
を
行
い
比
較
す
る
こ
と

で
、
心
筋
の
ダ
メ
ー
ジ
の
程
度
、
血

流
な
ど
、
心
臓
の
機
能
を
評
価
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
後
、
冠
動
脈

ス
テ
ン
ト
留
置
後
な
ど
、
虚
血
性
心

疾
患
の
診
断
に
お
い
て
は
、
心
臓
カ

テ
ー
テ
ル
検
査
や
Ｃ
Ｔ
検
査
等
に
よ

る
冠
動
脈
の
形
態
評
価
だ
け
で
は
な

く
、
心
筋
シ
ン
チ
グ
ラ
フ
ィ
で
機
能

的
評
価
が
必
要
と
さ
れ
お
り
、
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

放
射
線
部
で
は
、
他
に
も
多
く
の

医
療
機
器
を
使
用
し
、
最
適
な
画
像

診
断
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。
検
査
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
放
射
線
技

師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

化
器
・
呼
吸
器
・
甲
状
腺

・
乳
が
ん
）
、
イ
レ
ウ

ス
、
ヘ
ル
ニ
ア
、
虫
垂

炎
、
胆
石
症
な
ど
の
患
者

さ
ん
を
受
け
入
れ
を
し
て

い
ま
す
。

消
化
器
内
科
は
、
悪
性

腫
瘍
（
胃
、
膵
、
胆
管

系
）
、
上
下
部
消
化
管
出

血
、
貧
血
、
ポ
リ
ー
プ
、

胆
石
症
な
ど
の
患
者
さ
ん

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

「
患
者
家
族
の
心
に
寄

り
添
っ
た
医
療
・
看
護
を

提
供
す
る
」
、
「
安
全
・

安
心
で
き
る
看
護
を
提
供

す
る
」
、
「
主
体
的
に
自

己
研
鑽
で
き
る
職
場
環
境

を
整
え
る
」
を
病
棟
の
目

標
と
し
、
患
者
さ
ん
に
安

心
し
て
治
療
や
検
査
を
受

け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
り
看

護
を
し
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
多
く
は
悪

性
腫
瘍
疾
患
で
あ
り
、
治

療
や
今
後
の
生
活
、
身
体

状
況
や
検
査
に
対
す
る
不

安
、
心
配
な
ど
を
抱
え
て

診 療 放 射 線 部

地域の皆様が安心して
検査·治療を受けられ
るよう、常に丁寧な説
明と声掛けを心がけ、
知識と技術の向上に努
めて参ります。

診療放射線技師長
久 保 さ ん

今
回
は
５
階
病
棟
と
診
療
放
射
線
部
を
紹
介
し
ま
す
。

3/12




